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～Kawasaki City Archives News～ 

第２２号 平成２４年２月 

明治後期に活躍した小説家・詩人である国木田独歩は、明治34年（1901年）に

作品集『武蔵野』を刊行した。そのなかに収録された「忘れえぬ人々」では、溝口

の宿場にある旅人宿「亀屋」が舞台となっており、当時の溝口宿の光景が、叙情的

に描き出されている。 

 この亀屋は溝口に実在した旅籠屋であり、独歩自身が亀屋に宿泊したときの作

品が「忘れえぬ人々」である。 
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市政資料を見に来ませんか？ 
  

 市民の皆さんに川崎市の過去から未来への

まちづくりの参考にしていただけるよう、公文書

館２階には市政資料室があります。資料と聞くと

難しそうに思いますが、例えば川崎の歴史を簡

単に知りたいと思ったら図入りで小学生向けの

わかりやすい冊子や、川崎市が全国にさきがけ

て条例化した環境アセスメントの資料など、川崎

市が発行したもの以

外にも、川崎地域の歴史がわかる地域資料、新聞や官報、

川崎市公報などの定期刊行物もありますので、お気軽に

立ち寄りください。 

 なお、ご覧になりたい資料がありましたらホームページや

館内の目録を活用してください。 

 

     古文書講座  
  

 ２３年度講座は１月の中級講座で終了となりました。 

今年は例年以上に申込があり、歴史に興味がある方が 

増えているようですね。過去の講座内容の問い合せが 

よくあります。２０年度以降のテーマを載せましたので 

参考にしてください。テキストは公文書館で１部５００円で販売しています。 

 

◇入門古文書講座は基本的な古文書の扱い方、読み方などを勉強します。 

◇初級古文書講座テーマ 

  ２０年度「御用留を読む」 

  ２１年度「近世川崎 村の事件簿」 

  ２２年度「川崎と砂糖 ～池上文書を読む～」 

◇中級古文書講座テーマ 

  ２０年度「幕末維新期の川崎地域 ～江戸の政変から川崎へ～」 

  ２１年度「増上寺と御霊屋料の村々」 

  ２２年度「旗本・御家人の川崎来訪」 

◇歴史講演会テーマ（２１年度から実施） 

  ２１年度「百万都市の江戸を支えた川崎市域」 

  ２２年度「江戸・東京４２０年を支えた川崎の立地と発展」 
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   こもんじょの種 ⑩  ～ 継続は力なり！ ～ 
 
 こもんじょの種では、今まで古文書の扱い方をはじめ江戸時代の古文

書の歴史や決まりごとなどについて紹介してきました。今回は、参考ま

でに古文書の学習方法をご紹介します。 
「古文書が読めるようになりたい！」という気持ちは、古文書に興味を

もった人なら誰でも抱く感情です。ですが、一朝一夕では読めるように

ならないのが古文書です。 
当館をはじめ、今日では様々な施設で古文書講座を開催していますし、

書店にもたくさんの古文書を学ぶ参考書があります。古文書に触れる機

会がたくさんあります。自分が出来るところからはじめてみましょう。 

また、古文書を読む時には目標や目的をもって読むことがとても大切で

す。「読めるようになりたい」「古文書の内容を知りたい」など主体的

な意識をもって読むこと、地道な作業ではありますが出会う古文書一点

一点をしっかり読み解く 

ことが何より上達への 

近道となります。 
 
 

“千里の道も一歩から” 

         だね  

              歴史講演会のお知らせ 

    

   ２３年度を締めくくる、講演会のご案内です。 

  今年のテーマは「発展を続ける川崎の歴史 ～江戸・東京を支えて～」 

  講師：村上 直 氏（法政大学名誉教授） 

  日時：３月１１日（日）１４時～１６時 

  会場：エポックなかはら ７階大会議室（ＪＲ南武線 武蔵中原駅徒歩１分） 

  定員：１００名（定員を超えた場合は抽選） 

  受講料：５００円（資料代含む） 

  申込期間：２月１９日まで（消印有効） 

         往復はがきに住所・氏名（フリガナ)・電話番号を明記。(１人１枚) 

         電子メールでの返信を希望の方は普通はがきで可。 

         公文書館１階受付に直接お申込みください。 

         （返信用に普通はがき又は、はがき代５０円をお持ちください） 

  申込先 〒211-0051 川崎市中原区宮内４－１－１ 川崎市公文書館  

                                      歴史講演会係 
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～このコーナーでは、公文書館のまわりの風景をお届けします～ 

◇開館時間 
 午前８時３０分から午後５時まで 
 

◇休館日 
 毎週月曜日 

 国民の祝日（国民の祝日が月曜日の場合は翌日） 

 年末年始（１２月２９日から１月３日まで） 
 

◇利用方法 
 市政資料室の資料は自由にご覧いただけます。それ以外の資料は、目録で検索し事務室に 

 申し出ください。ただし、資料の外部への持ち出しはできません。 

 資料等の複写サービス（実費）は、館内のコピー機がご利用いただけます。 

 公文書の閲覧については、情報公開制度により行います。 
 

◇交通のご案内 
 【バスの場合】 

 ○ＪＲ南武線・東急東横線「武蔵小杉駅」バスターミナルから 

  市バス・東急バスとも「市営等々力グランド入口」下車すぐ 

 ○ＪＲ南武線「武蔵溝ノ口駅」・東急田園都市線「溝の口駅」駅前（北口） 

  市バス・東急バスで「市営等々力グランド入口」下車すぐ 

 【徒歩の場合】 

 ○ＪＲ南武線「武蔵中原駅」から約１５分・「武蔵小杉駅」から約２０分 

 ○東急東横線「新丸子駅」から約１５分 

 ホームページのトップ

ページは、その月、その

季節や出来事に合った史

料に毎月変えています。 

 ぜひホームページにも

遊びにきてください。 

川崎市公文書館 
〒211-0051 川崎市中原区宮内４－１－１ 

電話  ０４４－７３３－３９３３ 

ＦＡＸ．０４４－７３３－２４００ 

E-mail 16koubun@city.kawasaki.jp 
ホームページ
http:www.city.kawasaki.jp/16/16koubun        

公文書館の散歩道 

 １月7日、「防災は地域の絆と備えから」の統一標

語で中原地区消防出初式が晴天の中、催されまし

た。式には日本の消防に2台しかない双腕作業機の

「アスタコ」が、ザリガニを思わせる両腕を広げ倒壊

家屋の瓦礫撤去作業をデモンストレーションしまし

た。その後一斉放水があり観客からは今年１年を無

事に送ることができますようにと願いをこめた拍手が

沸き起こりました。備えあれば憂いなしといいますが

心も体も万全の準備を怠ることなくこの１年を送りた

いです。 アスタコ→ 


